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校 長 上 葉 智 明 

  

 

１月。別名睦月。「むつき」の由来は，正月に一家がなごやかに「むつみあう」日を送るという意味 

といわれます。「生む月」の説もあります。その他，孟春，初空月，年端月，祝月とも称されます。 

 

「一年の計は元旦にあり」 令和６年を充実した素晴らしい一年にするために，それぞれ目標を立てられたことと思い

ます。目標達成のための有効な方法に，マンダラチャートがあります。МＬＢで活躍する大谷翔平選手が，将来プ

ロの世界で通用する選手になるという目標達成のため，高校 1 年生の 

時にマンダラチャートを作成したことはたいへん有名です。 

 マンダラチャートとは，９×９の８１のマスで構成される目標達成シ 

ートで，８１マスの中心に達成したい目標を記入し，周囲のマス目一つ一 

つに，その目標を達成するために必要な要素やアイデアを書き出していき 

ます。そうすることにより漠然とした思考が整理され，やるべきことが明確に 

なります。また，マス目を埋める過程で思考を深めることで，たくさんのアイ 

デアが生まれ，今までに考え付かなかった発想を思いつくこともあります。 

 さらに，マンダラチャートを作成することで，目標達成のためにやる 

べきことが視覚化されるため，頭の中で考えるより直接的に目標に向かう 

意欲がわき，努力や行動を起こそうという気持ちの高まりが期待できます。 

 子供たちは，我々大人以上に日々，著しく成長します。子供たちが心身ともに大きく成長するためには，子供自身が

明確な目標をもち，一日一日を大切に過ごすことが必要だと思います。子供たちの「今年中に〇〇ができるようになり

たい」「将来，〇〇になりたいな」等の「願い」や「夢」がただの願望で終わるのではなく，少しでも「願い」や「夢」に近

づくことができるよう励まし，支えていくことが我々大人のやるべきことではないでしょうか。子供の努力により，ほんの小さな

成長であっても，認めてあげ，褒めてあげる。そうすることで，子供たちは自信をもつことができ，やればできる 

という自己効力感を高めることにつながることと思います。 

 ちなみに，以前，大谷選手が試合中，グラウンドに落ちていたゴミをさりげなく拾うシーンが話題になりま 

した。大谷選手のマンダラチャートの中心の目標「ドラ 1 ８球団（プロ野球の８球団からドラフト１位の指名を

受ける）」を達成するため，「運」が大切→「運」をたぐり寄せるための目標として「ゴミ拾い」を欠かさない，ということを

現在でも実行していることがうかがい知れます。同様に，「人間性」を高めるため，「礼儀」「思いやり」や「感謝」の心

を現在でも大切にしていることも，誰からも愛される大谷選手の人柄に表れていますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前月号でもお知らせしましたが，12 月４～10 日の人権週間を受けて，本校では 12 月４～９日を校内人権週

間として設定し，子供たちが改めて人権について考えました。 

 校内人権週間期間中，各学級で人権に関する授業を行い発達の段階に応じて，人権につ 

いて改めて考える機会を設けました。また，「友達の言葉や行動でうれしかったこと」「友 

達のいいところ」「みんなのために優しくしてくれている友達」をカードに書いて紹介しあ 

う「人権パプリカカード」の取組を行いました。 

12 月 12 日(火)は，人権擁護員の方々をお招きし，人権教室を行いました。各 

学級で作成した人権スローガンを発表したり人権に関するＤＶＤを視聴したりし 

た後，人権擁護員の方のお話を聞き人権について考えを深める時間になりました。 

 今後も，学校教育全般を通して人権教育を推進していきます。そして，地域・ 

家庭・学校で協力して，自身や互いの人権を大切にする心優しいけやきっ子の育成にあたっていきましょう。 

 

 

池之原小特別支援教育コーディネーター 

わかば学級い組担任 木佐貫 陽子 文責 

子どもの脳を育てるよいペアレンティングの重要な６項

目の３番目『親子がお互いを尊重して協力し合う体制を作

る』のポイントは， 

① 心配を減らして信頼を増やす。 

② わからないことをわかりやすくする。「構造化」 

③ どこにつまずきがあるのかを見定める。「課題分析」 

④ 「何をどうしてほしいか」を相手に具体的に伝える。 

⑤ 家庭で社会を学ばせる。 

～洗濯の工程を分けると～ 

Ａ「洗濯物を洗濯機に入れる」 

Ｂ「洗剤を入れる」 

Ｃ「洗濯機のふたを閉める」 

Ｄ「洗濯機のスイッチを押す」 

Ｅ「洗濯が終わったら洗濯機のふたを開ける」 

Ｆ「洗濯物を取り出す」 

Ｇ「洗濯物を干し場に持って行く」 

Ｈ「洗濯物を物干しに干す」 

ＡＢＣＤＥは親が付き添いながら行う。Ｆでつまずいた

ら親が取り出した物を子どもに手渡し，子どもが持てる大

きさのかごに入れる。Ｇでつまずいたら子どもが持てる分

だけ渡し干し場に運ぶ。Ｈでつまずいたら子どもの手が届

く場所にのみ干させる。 

 すると，親は課題がわかり工夫する。子どもは洗濯がで

き自信がつく。しだいに自分でできるようになるので，親

子間に信頼が生まれるのではないでしょうか。 

【大意】 道理が通らず法も行われない乱世であっても，自分ひとりは正道を踏んで克己心を奮い起

して正義と人道を守り通せ。自分の心のままに自暴自棄になって勝手放題してはいけない。 

よい行いや考えが通らない，社会のルールが守れない人が多いといって，なげやりな気分になってはいけませ

ん。何事も社会が悪いのだと決めつけてしまう，最近の一部の考え方に対する警告にも受けとれます。当時は，

戦国時代でもありながら，個人の道徳的感覚は重んじられた時代です。日本人って，すごいですね。 

 

 

 

１月 

12日(金) 東串良中入学説明会(６年)  

13日(土) 土曜授業 昔の遊びを楽しもう(１年) 

16日(火) 鹿児島学習定着度調査（５年）～17日 

20日(土) 漢字検定(午前) ６年学年レク(午後) 

２月 

3日(土) 県 PTA活動研究委嘱公開（町総合体育館） 

6日(火) 入学説明会(新 1年生保護者) 

8日(木) PTA理事会 

10日(土) メディアコントロール・家庭学

習がんばりウィーク～16日 

16日(金) 授業参観 学級 PTA 

17日(土) 町教育推進大会 

 令和６年(2024年)がスタートしました。学校では令和５年度の３学期が始まりました。３学期は他の学

期より授業日数は短いですが，今年度のまとめと来年度の準備を行う大切な学期でもあります。お子さん

が毎日元気に学校に通うことができるよう，ご家庭での健康管理をよろしくお願いいたします。 

 

 

12 月９日(土)に「おもちゃ祭り」を行いまし

た。２年生が生活科の授業で作ったおもちゃを１

年生に遊んでもらう活動です。 

２年生は１年生に喜んでもらおうと，工夫して

作ったおもちゃの使い方を分かりやすく説明し

ていました。１年生が楽しそうにおもちゃで遊ぶ

姿に，２年生もたいへん満足そうでした。 

１年生は来年２年生に 

なった際，１年生に楽しん 

でもらえるよういっぱい工 

夫してくれることでしょう。 


